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平成30年度 男女共同参画センターシンポジウムを開催しました 
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福井大学男女共同参画推進センターでは、男女共同参画推進及び研究者支援に関する啓発を目

的として、毎年シンポジウムを開催しています。 

今回は「男性の参画」をテーマとし、平成30年11月27日(火)に開催、35名の参加がありました。 

シンポジウムでは、上田孝典センター長の開催挨拶の後、東京大学大学院教授 瀬地山角氏による

講演「笑って考える男女共同参画～男の家事でジャンボ宝くじを当てる方法～」が行われました。 

瀬地山氏は、男性の家事・育児への参加の重要性につい

て話され、「日本の多くの男性は、家庭での家事育児時間が

少なすぎる。家事育児は手伝うものではなく、共に行うもの

であり、男性こそワークライフバランスの見直しをすべきで

ある。また、男性だけが働いて稼ぐ時代は終わり、夫婦とも

に働き続けることも大切である。」と述べられ、積極的な家

事育児分担は、女性の正社員での就業を可能にするとし、

夫の家事時給の高さも示されました。「これは男性ひとりが

残業などをして家計を支えるよりもはるかに合理的であり、

なおかつ、男性の稼ぎへの依存や長時間労働、女性が求め

る“男性らしさ”からの解放にもつながり、結果として男性自身が生きやすくなる」とも述べられ、参

加者は熱心に聞き入っていました。 

引き続き行われたパネルディスカッションでは、パネリストである福井県女

性活躍推進課長 松本伸江氏により、福井県の働く女性の割合や就業率に

ついて説明があり、女性管理職割合の低さや男性の家事育児参加時間の

データが示されました。そのうえで、夫婦、家族で一緒に楽しみながら家事

を行う「共家事（ともかじ）」事業促進と男女共同参画が女性のためだけの

ものではない、という意識変化の大切さについてお話しがありました。 

同じくパネリストである父親子育て応援団おっとふぁーざー団長 舘直宏氏は、自身が父親であり、

メンバーの多くが男性保育士でもあるその経験や知識を活かした、おっとふぁーざーの活動記録を

紹介しました。団体の目的である「男性目線で男性の子育て支援や育

児参加を応援すること」の意義や重要性を話され、さらに、自身の育

児休業の経験談や子育て実践例などを挙げ、父親の子育て参加の大

切さを話されました。 

今後も男女共同参画推進センターでは、男女ともに自分らしく生

きる社会の推進や、より働きやすい職場環境をつくるための意識啓

発を行い、一般にも公開していきます。 
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女性研究者交流サロン（ランチミーティング）を開催しました 
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３ 平成３１年度 研究支援者配置募集のお知らせ 

平成３１年度 病児保育施設等利用助成制度募集のお知らせ 

ライフイベント期間中にある女性研究者が、出産や育児、介護等と研究活動を両立できるよう支援することを

目的に、研究支援者の雇用等に係る経費の助成を行います。 

利用期間 : 平成31年4月1日～平成32年3月31日 

支援対象者：（子育て・介護中の）女性研究者・男性研究者※ 

募集期間 : 平成31年1月31日（木）まで 

 

女性研究者及び女性医員の研究活動、診療業務と育児の両立を支援するため、病気治療中又は病気回

復期にある子を保育施設に預ける場合の利用料に対する費用の助成を行います。 

利用期間 : 平成31年4月1日～平成32年3月31日 

支援対象者：女性研究者・女性医員・男性研究者※ 

募集期間 : 平成31年1月31日（木）まで 

※応募対象者・申請及び選考方法等、詳しくは、

「eoffice→お知らせ→【男女共同参画推進セン

ター】平成31年度 研究支援者配置募集のお知

らせ」をご覧ください。 

※応募対象者・申請及び選考方法等、詳しくは、、

「eoffice→お知らせ→【男女共同参画推進セン

ター】平成31年度 病児保育施設等利用助成制

度募集のお知らせ」をご覧ください。 

平成30年11月15日（木）にランチミーティングが開催され、外

国人教員、学部生を含む8名の参加がありました。 

年代や性別が異なる様々な立場の参加者が集い、男女共同参画

社会について充実した内容の意見交換が行われました。アドバイ

ザーからは女性だけでなく男性においても、自分はどう生きたい

のかを考え、ひとりひとりがライフスタイルを自由に選択できる

社会づくりの重要性を伝え、男性の参加者からは、男性目線の

気づきや生き方の提案がされました。異世代交流に興味があり

参加した学生からは、「学生生活とは異なり、価値観や環境の異

なる新しい人とのつながりが得られ、刺激的であった」との声が

聞かれる等、参加者にとって大変有意義な交流会となりました。 

男女共同参画推進センター(総合研究棟１３階)には、女性研究者や研究者を

目指す女性大学院生のための交流スペースがありますので、ぜひご利用くださ

い。また、福井大学の育児・介護等と仕事の両立相談窓口「育児・介護コンシェ

ルジュ」も設置しました。仕事との両立のために悩んでることや困っていること

があるとき、育児情報や介護情報がほしいときにご相談ください。 
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